
１　はじめに

電磁波に対する遮断特性評価手法の一つとし

て、GHz帯に至る広帯域周波数を有するパルス

状電波を用いた、電磁波シールド衣服の遮断特性

評価手法を開発した。当該手法を用いれば、衣服

を直接透過する電波に対する遮断特性のみなら

ず、衣服の開口部から人体に侵入する電波の遮断

特性を分離して評価することが可能である。なお、

詳細については、論文［1］［2］を参考にされた

い。

２　測定法の概要

エレメント長40mm+40mmのダイポールアン

テナに、パルス幅約２nsのガウシアンパルスを印

加し、放射された電波が液体擬似生体内（0.4％

Nacl水溶液）に侵入するレベルを時間領域で測

定する。擬似生体内に挿入したエレメント長

10mm+10mmの微小ダイポール型プローブで受

信する。実験の概念を図１に示す。

測定は、擬似生体のみの場合、電波シールド衣

服を着衣した場合について実施し、擬似生体のみ

の場合の時間領域測定結果から、ウィーナーフィ

ルタ［3］を構成し、被測定衣服を着衣した場合

の結果をパルス圧縮することにより、衣服を直接

透過する電波と首の開口部から侵入する電波を

別々に評価することが可能である。 本提案手法

を用いたシールド衣服の周波数特性評価結果の例

を図２示す。図中［L=200mm］は、電波シール

ド衣服の遮断特性を、［Direct］は衣服を直接透

過する電波の遮断特性を、［Diffract］は首開口

部の遮断特性を、［residual］は首開口部の遮断

特性評価限界を示している。

これらの結果は、提案した時間領域でのシール

ド衣服の電波遮断特性評価手法により、首開口部

から侵入する回折波の効果を評価することで、広
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図１　実験概念図

図２　電波シールド衣服の電波遮断特性例



帯域周波数でのシールド衣服形状設計を実施でき

ることを示している。
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